
平成26年度一般会計　予算編成状況

【民生費】 予算要求額 中間調整額 最終調整額 前年度当初予算額

7,861,053 7,734,041 8,036,676 7,746,505

対前年度当初予算比 101.48% 99.84% 103.75% －

（単位：千円）

事業・経費 予算要求額 中間調整額 最終調整額 前年度当初予算額

民生費 7,861,053 7,734,041 8,036,676 7,746,505

主な増減理由

※3　最終調整額は、市長査定が終了しすべての調整を終えた数字です。職員人件費はこの段階では一括計上しています
が、予算案では目的（款）別に計上されます。

▼後期高齢者医療事業費の精査による減額

△臨時福祉給付金給付事業費（追加要求）の増額

△子育て世帯臨時特例給付金給付事業費（追加要求）の増
額

などで、中間調整段階から合計　302,635千円の
増額となりました

などで合計　127,012千円の減額となっています

○臨時福祉給付金給付事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　211,814千円　[社会福祉課]

中間調整段階（総務部長査定） 最終調整段階（市長査定）

▼障害者福祉事業費の精査による減額

【最終調整段階で予定している主な新規事業】

△国民健康保険特別会計繰出事業費の精査による増額

△政策的判断による保育所施設整備事業費（新規事業分）
の増額

▼保育所施設整備事業費（新規事業分）のゼロ査定
※市長査定項目のため中間調整では予算がついていません

【中間調整段階で予定している主な新規事業】

　○子ども医療費助成事業（入院）の中学生までの拡大

○子ども医療費助成事業（入院を中学生まで拡大）
　　　　　　　　　　　　　　　　　106,302千円　[保険医療課]

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　84,274千円　[児童福祉課]

○妊婦歯周病健診事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280千円　[健康推進課]

○第30回架け橋美術展
（市制60周年記念事業）　　　　315千円　［人権センター］


